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下腿三頭筋における筋腱移行部修復過程の組織学的解析
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【 目的】筋腱移行部は筋腱が接合する 部位で、 筋の収縮力を 腱に伝える 上で重要な構造である が、 筋の急激な収縮や伸張によ
り 外力も 受けやすく 、 特に下腿三頭筋の筋腱移行部は肉離れの好発部位でも ある 。 その修復は筋損傷のみよ り 長期間が必要
である と さ れている も のの、 ス ポーツ ・ 就業復帰などは施術者の経験によ り 判断さ れる こ と が多く 、 基礎医学的な根拠に基
づいた施術が行われていないのが現状である 。 一方で近年、 筋や腱の発生や発達過程について詳細に検討さ れており 、 筋腱
移行部の形成過程についても 明ら かになり つつある が、 損傷後の修復過程については未だ不明な点が多い。 そこ で本研究で
は、 筋腱移行部損傷の施術に一定の指針を 与える こ と を 目的と し 、 その修復過程について組織学的な検討を 行っ たので報告
する 。【 方法】麻酔下に SD ラ ッ ト 8 週齢オス の腓腹筋内側頭の筋腱移行部を露出し 、 外科的に腱から 筋を 剥離する よ う に切
開し 、 筋腱移行部損傷モデルを 作製し た。 その後、 1～4 週ま で経時的に筋腱移行部を 採取し パラ フ ィ ン 切片を 作成し、 HE
染色なら びに Sirius Red 染色を行い組織学的に検討し た。 なお本研究は森ノ 宮医療大学動物実験倫理審査部会の承認を 得て
実施し た（ 承認番号 2023A009）。【 結果およ び考察】HE 染色の結果、 1 週後では筋腱移行部は肉芽組織で充填さ れ、 2 週後に
は同部位に筋芽細胞が観察さ れたが、 いずれも 筋腱移行部の境界は未だ不明瞭であっ た。 し かし 3 週後には筋組織の修復に
伴い、 筋腱移行部の境界も 明瞭と なっ ていた。 さ ら に 4 週目には境界部で筋組織と 腱組織が接合し ており 、 Sirius Red 染色
においても 筋線維と コ ラ ーゲン線維の接合が観察さ れた。 こ れら のこ と から 、 筋腱移行部は筋組織が修復し た後に筋と 腱が
接合する こ と が示めさ れた。 し たがっ て筋腱移行部損傷の修復過程は筋のみの損傷よ り 、 長期と なる こ と が示唆さ れた。
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疑似ヒ ポクラテス整復モデルを用いた上肢牽引力の整復経験の有無による比較
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【 目的】柔道整復師養成校である 大学や専門学校では、 学生同士がお互いの体を 使って骨折や脱臼の整復動作を行っ ている た
め、 実際の骨折や脱臼での整復感覚を 得る 事ができ ず、 当然のこ と ながら 臨床現場に出てから 初めて行う ケース が多い。 そ
こ で本研究では肩関節前方脱臼に対する ヒ ポク ラ テス 整復法を 想定し て、 肩関節前方脱臼整復経験の有無が上肢牽引力にど
のよ う に影響を 与える かを明ら かにする こ と を 目的と し た。【 方法】本研究では対象を 、 整復経験を 有する 柔道整復学科教員

（ 教員群）、 柔道整復師養成校で整復動作を 座学と し て学んだ学生2 年生（ 2 年生群）、 柔道整復師養成校で整復動作の座学と
実技を 学んだ学生 3 年生（ 3 年生群）の 3 群に分けて行っ た。 牽引力の測定には自作し た疑似ヒ ポク ラ テス 整復動作モデルを
用いて、ヒ ポク ラ テス 整復法を 行う 際の最大末梢牽引動作を イ メ ージし て行う よ う 指示し た。測定は 3回行い、平均値をデー
タ と し て使用し た。【 結果】本研究では 3 群でヒ ポク ラ テス 整復法の牽引力の違いについて比較し た結果、 有意差は認めら れ
なかっ た。 し かし 、 教員群に比べ 2 年生群、 3 年生群の牽引力は低い傾向がみら れた。【 考察】養成校での実技練習は学生同
士の体を 使っ て行われる こ と から 、 実際の骨折や脱臼患者に触れる のは臨床現場に出てから と なり 、 整復動作のイ メ ージが
つき にく い。 本研究では有意差は認めら れなかっ たが、 教員群に比べ 2 年生群で牽引力がも っ と も 低く 、 次いで 3 年生群が
低値を 示し た。 3 年生群に関し ては、 大学の講義で患者への整復動作の想定を 行っ た後である こ と から 、 2 年生群に比べ整
復動作のイ メ ージ付けができ ていたと 推察さ れる。 し かし 、 3 年生群も 実際の整復経験を 有する 教員群よ り 低値を 示し たこ
と から 、 柔道整復師養成校で整復動作の練習を 行う 際には、 意識し ている 力よ り 強く 牽引する よ う に指導し ていく こ と が重
要である と 推察さ れる 。
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簡易な体操介入が愁訴・ 気分状況に及ぼす影響

行田直人、 畑山元政、 小黒正幸、 佐藤光浩、 濱田　 淳、 佐藤　 勉、 原　 朋弘、 笠井大河、 佐柄瑞樹、 浅木健治、 戸部悠紀、
藤原　 基、 二神弘子（ 帝京科学大学医療科学部　 東京柔道整復学科）
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【 目的】長時間の事務作業など で首や腰等の愁訴や疲労感等がみら れる こ と がある 。 それら の改善対策について運動や物理刺
激等の介入によ る 多く の研究がある 。 し かし 特に運動と 気分状況の改善効果を 報告し た研究は少ない。 も し それら の改善が
得ら れる なら ば患者様へ助言する 上での一助と なる と 考えら れる 。 そこ で、 首や腰等の愁訴や疲労感等の気分状況を 自覚す
る 対象者に簡易な体操を 行いそれら の改善効果を 検討し た。【 方法】対象者は本研究の趣旨に同意の得ら れた成人男性 10 名
と し た。 愁訴は首・ 肩・ 腰等と し 、 凝り 感や張り 感の程度を 聴取し た。 疲労感等の気分状況は、 二次元気分尺度短縮版（ 以下、
二次元気分尺度）を 用いた。 運動は厚生労働省作成の、 職場における 腰痛予防対策指針等を 参考と し た。 運動内容は首ま わ
し 、 肩の上げ下げ、 体幹の左右回旋、 左右の大腿・ 殿部のス ト レ ッ チン グであり 、 運動回数や時間は日中に各運動 1 回約
20 秒と し 、 運動期間は 1 週間と し た。 愁訴と 二次元気分尺度の測定は、 初回の運動前（ 以下、 初回）、 初回の運動後（ 以下、
初回運動後）、 1 週間後の運動前（ 以下、 運動前 1 週間後）、 1 週間後の運動後（ 以下、 運動後 1 週間後）に行っ た。【 結果】愁訴
は首・ 肩等で初回と 比較し 運動後 1 週間後で改善傾向が認めら れた。 二次元気分尺度は、 快適度について初回と 比較し 初回
運動後から 運動後 1 週間後にかけて徐々に改善傾向が認めら れた。【 考察】定期的な運動は身体やメ ンタ ルヘルス に良い影響
を 与える 報告がある 。 本研究で用いた 1 週間の運動によ り 関節の柔軟性や血流の改善が生じ た結果と し て首・ 肩等の愁訴が
改善傾向を 示し たも のと 考えら れた。 ま た二次元気分尺度では、 本研究での運動を 行う こ と で快適な気分の状態に改善する
可能性がある と 考えら れた。
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［ 背景］近年、 ス ポーツ 現場ではフ ォ ーム ロ ーラ ーを 用いたフ ォ ーム ロ ーリ ン グ（ FR）と 呼ばれる 方法がコ ン ディ ショ ニン グ
に用いら れている 。 FR の主な効果と し て関節可動域制限の改善が多く 報告さ れている 。 ま た、 FR は非介入側の関節可動域
を 改善する Cross education と 呼ばれる 現象が報告さ れている 。 し かし ながら 、 Cross education に関する 報告は関節可動域
に対する も のが多く 、 最大筋力に関する 報告は見当たら ない。 そこ で本研究では、 FR が非介入側の最大筋力におよ ぼす影
響を 明ら かにする こ と を 目的と し た 。［ 方法］対象は健常な男女 18 名（ 身長： 166.7±9.6 cm、 体重： 60.9±9.6 kg、 BM I：
21.8±2.1 kg/cm2、 年齢： 21.9±1.9 歳）と し た。 本研究における 最大筋力の指標は握力と し た。 握力の計測は利き 手、 非利
き 手の計測を 1 セッ ト と し 計 3 セッ ト 行っ た。 計測は W-up、 介入前、 介入後に行っ た。 W-up 後に 5 分間の休息を 入れた。
介入は非利き 手に FR を 30 秒×3 セッ ト（ セッ ト 間 30 秒）行っ た。 介入前後の値は、 利き 手、 非利き 手それぞれ各セッ ト の
う ち最大値を 用いた。 ま た、 統計処理は対応のある t 検定を 行い介入前後の値を 比較し た 。［ 結果］握力において、 非介入側
では介入前に比べ介入後が有意に低値を 示し た（ p＜.05）。 ま た、 介入側においても 介入前に比べ介入後が有意に低値を 示し
た（ p＜.05）。［ 考察］FR は運動ニュ ーロ ンの抑制の結果、 筋が弛緩し 関節可動域が改善する と 考えら れている 。 こ のこ と から 、
FR によ る 運動ニュ ーロ ンの抑制が最大筋力の低下を 引き 起こ し たと 考える 。
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母趾伸展力と 歩幅の関係性
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【 はじ めに】歩行動作には多く の要素が関係し ている 。 足趾機能の報告の中で足趾の底屈について多く ある が、 伸展について
は報告が少ない。 今回、 母趾の伸展力と 歩幅の関係性について得ら れた結果を 報告する 。【 方法】対象は整形外科的な疾患を
有し ない学生男女 12 名（ 男子 8 名、 女子 4 名）年齢 21.07±2.93 歳、 身長 167.1±16.1cm、 利き 足被検者 12 名（ 右）。 歩幅の
計測は、 測定範囲を 母趾先端部から 踵部後端部と する 。 左右 2 回ずつ計測し 平均値を 使用する 。 母趾伸展力の計測は、 直立
位で測定する 。 中足趾節関節が浮かないよ う 留意し 、 左右 2 回ずつ計測し 平均値を使用する 。【 結果】測定結果は、 右脚では、
歩幅 41.6±11.6cm、 母趾伸展力 5.64±2.46kg と なり 、 左脚では、 歩幅 41.7±20.8cm、 母趾伸展力 5.40±2.50kg と なっ た。
ピ アソ ンの相関係数を 用いて統計処理を 行った。 右脚では、 相関係数が 0.446、 p 値は 0.104 と なり 、 相関関係が評価さ れた。
し かし p 値が 0.05 以上で有る こ と から 有意性を 認めなかっ た。 左脚では、 相関関係が 0.810、 p 値は 0.007 と なり 、 相関関
係が評価さ れた。 p 値においても 有意性を 認めた。【 考察】本研究よ り 歩幅と 母趾伸筋と の関係性が示唆さ れた。 こ れは長母
趾伸筋が主に母趾伸展と 足関節背屈の作用があり 、 母趾の伸展は連続的に足関節の伸展に繋がる 。 長母趾伸筋は遊脚初期の
終わり に最も 筋力を 発揮する 。 結果、 遊脚中期に足関節が中間位と なる こ と で踵接地へ繋げる 事ができ る 。 そのため足関節
の背屈の低下は、 歩幅の減少に繋がる と 考える 。 左脚に有意性が高く 出た理由と し て、 立脚期後期ではフ ォ アフ ッ ト ロ ッ
カーが起こ り 、 重心の下降速度を 抑制し て強く 蹴り 出すための時間的余裕を 作り 出し 、 支持脚（ 左脚）では身体のバラ ンス 能
力が高いと 考える ため、 左脚に強く 相関関係が認めら れたのではないかと 考える 。
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歩行と ハムスト リ ングの柔軟性

瑞慶覧涼矢、 福田　 学、 辻井宏昭（ 履正社国際医療ス ポーツ 専門学校）
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【 目的】歩行速度・ 歩幅には下肢筋力と 強い関係がある 。 ま た、 大腿四頭筋、 腸腰筋の筋量は歩幅に強い影響をし ている 。 加
齢に伴いこ れら の筋量の減少は歩幅の減少につながる と さ れている 。 歩行の際に、 足を 後ろに蹴り 出す伸展動作や、 足を 踏
み込んだ際に骨盤を 安定さ せる 大臀筋など も 関係し ている 。 遊脚中期から 立脚期の移行時における 下肢の振り 出し 動作時
に、ハムス ト リ ングの柔軟性が歩幅に関係し てく る のではないかと 思い、本研究の目的と し た。【 方法】対象は健常者 15名（ 男
性 12 名、 女性 3 名）平均年齢 20±3 歳であった。 歩幅の計測は、 足底を水で濡ら し 歩行し 右足踵部から 左足踵部の歩幅を 計
測、 ハム ス ト リ ン グの柔軟性はゴ ニオメ ータ ーを 用いて SLR 角度を 計測し た。 計測値は左右 2 回ずつ計測し た平均値を 算
出し 、 各歩幅と 各 SLR 角度の分析を 行っ た。【 結果】右足の歩幅の平均測定値は 64±19cm、 SLR 平均角度は 68.3±21.3°左
足の歩幅の平均測定値は 63.3±22.7cm 、 SLR 平均角度は 70.3±19.7°であっ た。 右足では相関係数が 0.167、 左足では相関係
数が 0.117 と なり ほぼ無関係と なっ た。【 考察】歩行時の股関節最大屈曲は 30 度前後である 。 実験対象の 15 人が若年者で
SLR 角度が 50 度を 下回ら なかっ たためハムス ト リ ングの柔軟性は関係ないと 考えら れる 。 そこ で、 歩行と 違い歩幅が大き
く なる ジャ ンプ・ 走行などのス ポーツ 動作においては、 過度に股関節を 屈曲する ためハムス ト リ ングの柔軟性が関係し てく
る のではないかと 思われる 。 ま た、 高齢者においては体幹が前傾姿勢になり 、 ハムス ト リ ングが緊張し 振り 出し 動作におけ
る 踵接地がし にく く なり 歩幅が減少する のではないかと 思われる 。 高齢者の歩行は間接的にハムス ト リ ングの柔軟性が関係
し 歩幅に影響する のではないかと 推測する 。 年齢別で考える と ハムス ト リ ングの柔軟性が歩行時に影響する と 思われる 。
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2 −  F −  7
肩関節の可動域を上げていく と キッ クの飛距離に影響が出るのか

松本　 隆、 西　 正人（ 履正社国際医療ス ポーツ 専門学校）

key words： 肩のス ト レ ッ チ、 キッ ク の飛距離、 関節可動域

【 目的】サッ カー動作において、 上半身（ 肩関節）に注目し てス ト レ ッ チを行い、 可動域を 上げていく 事でキッ ク の飛距離にど
のよ う な影響を も たら すのかを 検証し た。【 方法】対象者は高校 1～3 年生男子サッ カー部 47 名と し 、 方法はま ず何も 行っ て
いない状態でボールを 蹴り 、 その飛距離を 測る 。 次に肩関節（ 主に三角筋後部・ 前部・ 広背筋・ 大円筋・ 棘下筋・ 小円筋・
大胸筋）に対し てパート ナース ト レ ッ チを 5 つ行い、 再度ボールを 蹴っ ても ら いス ト レ ッ チ前後の平均飛距離を 測る 。【 結果】
キッ ク の飛距離は、 ス ト レ ッ チ前で平均 37.8 m、 ス ト レ ッ チ後は平均 38.9m と なり 、 有意差も 見ら れる 事が出来た。【 考察】
右利き でのキッ ク 動作時の動き と し て左の肩関節は伸展・ 水平外転と いう 動き で、 こ れに合わし て体幹は左上方へ捻転する 。
その際、 下肢は股関節を外転・ 伸展・ 外旋、 膝関節を屈曲、 下腿骨を 外反・ 外旋し た状態になる 。 こ れは、 骨盤前傾時の下
行性運動連鎖である 。 キッ ク 動作時の肩関節を 伸展する 筋は広背筋、 三角筋後部、 大円筋、 上腕三頭筋である 。 水平外転す
る 筋は三角筋後部線維が主導的に働き 、 棘下筋、 小円筋が補助的に働く 。 こ れら の筋にス ト レ ッ チを 行っ た事によ り 、 キッ
ク 動作の際に上肢でよ り 力を 溜める 事が可能になり 、 下肢へ伝わる 力も 増し 、 それに伴い同時に胸椎の可動域も 上がった事
がキッ ク の飛距離にも 影響し たのではないかと 考える 。 ま た、 肩関節や胸椎の可動域が上がる こ と は、 キッ ク の片足立ち時
のバラ ンス の安定性を 上げる こ と でキッ ク モーショ ンが安定し 、 上肢から 下肢への力の伝わり が上がる と 考える 。 こ れら の
事から 姿勢も 自然と 変化し ていき 、 キッ ク の飛距離も 伸びたと 考える 。

2 −  F −  8
スト レッ チポールを用いた身体可動域の拡大が身体不良に及ぼす影響

下田　 達、 篠浦達智（ 履正社国際医療ス ポーツ 専門学校）

key words： ス ト レ ッ チポール、 ベーシッ ク セブン、 頭部前方偏位（ Forward head posture）

【 序論】現代ではス マート フ ォ ンの普及やデス ク ワ ーク の増加によ り 、「 頭部前方偏位（ 以下： FHP）」の姿勢をし ている 者が多
く 、 ま たそれに伴い体幹の前傾姿勢、 いわゆる 猫背姿勢になっている 者も 多い。 アス リ ート では不良姿勢によ り 肺が圧迫さ
れ十分にガス 交換ができ ず、 疲労回復が遅れパフ ォ ーマンス が低下し ている 。 こ のよ う な状況から 、 不良姿勢の改善を目的
と し た簡便で長期間続けら れる ス ト レ ッ チを考案、 調査し た。【 方法】健常専門学生 15 名（ 男性 12 名、女性 3 名、 年齢 21±3.27
歳）を 対象にス ト レ ッ チポール（ 以下： SP）を 使用し てベーシッ ク セブン を 行う A 班、 SP を 使用し て独自で調査し 選択し た
ス ト レ ッ チを 行う B 班、 SP を 使用せず静的ス ト レ ッ チを 行う C 班の各 5 名 3 班に振り 分けた。 ス ト レ ッ チ前後で可動域（ 肩
関節屈伸・ 水平屈曲、 股関節屈伸・ 回旋）、 筋のタ イ ト ネス（ 背臥位での肩峰端の高さ 、 背臥位での肘頭の高さ 、 背面での指
の距離）の平均値を 比較し た。【 結果】A 班では肩関節水平屈曲、 股関節回旋、 肘頭の高さ 、 背面での指の距離で有意的な結
果が見ら れた。 B 班では肩関節水平屈曲、 股関節屈曲、 股関節内旋、 肩峰端の高さ 、 肘頭の高さ 、 背面での指の距離で有意
的な結果が見ら れた。 C 班では肩関節伸展、 股関節内旋、 肘頭の高さ で有意的な結果が見ら れた。【 考察】A 班が優れている
点は股関節伸展への影響であり 、 可動域が広がる こ と で骨盤の前傾が緩和さ れ腰部タ イ ト ネス の改善が期待でき る 。 ま た、
B 班が優れている 点は肩峰端の高さ の改善であり 、 胸郭が広がる こ と でガス 交換が容易になり 、 疲労回復が期待でき る 。 A
班と B 班のス ト レ ッ チを 混合する こ と で全身を バラ ンス よ く 整える こ と ができ、 現代における FHP や猫背姿勢など の改善
ができ る と 考える 。 ま た、 SP のよ う なツ ールを 用いる こ と で、 継続し てコ ン ディ ショ ニン グに取り 組める こ と も 利点の 1
つと 言える だろう 。

2 −  F −  9
ラダート レーニングが方向転換能力と バランス能力に与える影響について

本吉美玖、 宮本紗帆、 岩舘ひかり 、 高橋菜美絵、 久保慶東、 櫻井敬晋（ 東京有明医療大学）

key words： ラ ダート レ ーニング、 方向転換能力、 バラ ンス 能力

【 目的】ラ ダート レ ーニン グは、 敏捷性が必要な競技ス ポーツ 選手のト レ ーニン グメ ニュ ーに取り 入れら れている 。 し かし 、
ラ ダート レ ーニングと 方向転換能力の関係性についての報告は少ない。 ま た、 バラ ンス 能力に及ぼす影響についての報告は
見当たら ないこ と から 、 本研究ではラ ダート レ ーニングが方向転換能力と バラ ンス 能力に与える 影響について検討する こ と
を 目的と し た。【 方法】被験者は運動習慣のない成人女性 6 名と し た。 介入試技はラ ダート レ ーニング（ ジグザグシャ ッ フル）
と し 、 頻度は週 3 回、 4 週間実施し た。 方向転換能力の評価と し て、 ジグザグ走と 左右の 45 度カッ ティ ング（ カッ ティ ング）
のタ イ ム を 計測し た。 バラ ン ス 能力の評価には、 BIODEX STABILITY SYSTEM SD（ BIODEX 社製）を 用い、 全体的な安定
性指数（ OAI）、 前後方向の安定性指数（ API）、 内外方向の安定性指数（ MLI）を 測定し た。 評価は介入前（ pre）、 介入 2 週間後

（ 2w）、 介入 4 週間後（ 4w）に測定を 行っ た。 ト レ ーニン グ期間の比較には統計解析ソ フ ト JMP pro16 を 用い、 一元配置分散
分析、 事後検討と し て Tukey の HDS 法を 行っ た。 統計学的有意水準は 5％と し た。【 結果】ジグザグ走の時間は pre に比べ
4w で有意に短縮し た。 右方向へのカッ ティ ン グでは pre に比べ 4w で時間が短縮する 傾向がみら れた（ p＝0.6122）。 バラ ン
ス 能力では OAI の利き 足で pre に比べ 2w でバラ ン ス 能力が向上する 傾向がみら れた（ p＝0.6938）。【 考察】本研究では運動
習慣のない女性に対し て介入を 行い、 ジグザグ走で時間が有意に短縮し た。 本研究で用いたラ ダート レ ーニングと ジグザグ
走は方向転換を 繰り 返し 行う 動作である 。 こ れら のこ と から 、 ラ ダート レ ーニングは敏捷性能力向上のト レ ーニングと し て
有効である と 考える 。
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2 −  F −  10
コンプレフロスの有用性

高木雄大、 青木孝至、 木村優花（ 履正社国際医療ス ポーツ 専門学校）

key words： コ ンプレ フロ ス ト 、 フ ァ シア、 コ ンディ ショ ニング

【 目的】今日においてコ ンディ ショ ニングツ ールは、 様々な種類が存在する 。 中でも 、 近年では筋膜（ フ ァ シア）リ リ ース が新
し いコ ンディ ショ ニングツールと し て注目さ れている 。 それがコ ンプレ フ ロ ス である 。 コ ンプレ フ ロ ス と は、 関節や身体部
位に弾力性のある ラ テッ ク ス 製のバンド（ フロ ス バンド ）を 一時的に巻き 付ける こ と で、 治療や応急処置と し ての効果を得る
手法である 。 コ ンプレ フ ロ ス は、 疼痛の軽減や可動域の増大が期待さ れている が、 科学的には証明がさ れていない。 そこ で、
コ ンプレ フ ロ ス を用いる こ と で可動域の増大に効果がある かについて研究する 。【 方法】コ ンプレ フ ロ ス を 施すグループと コ
ンプレ フ ロ ス を 施さ ないグループ（ コ ント ロ ール群）と に分ける 。 対象部位はハムス ト リ ングス と し 、 捻り 、 ス ト レ ッ チ、 ス
ク ワ ッ ト など のエク ササイ ズを 2 分間 3 セッ ト 実施する 。 エク ササイ ズの前後で SLR を 自動運動と 他動運動で計測する 。【 結
果】コ ン プレ フ ロ ス 群と コ ン ト ロ ール群では、 コ ンプレ フ ロ ス 群の方が、 ハムス ト リ ン グの柔軟性の向上及び可動域の増大
に有意な結果が見ら れた。コ ンプレ フ ロ ス 群の方が、SLR の平均角度が左右と も に 10°以上の増大が見ら れたが、コ ント ロ ー
ル群では、 平均で最大 5°以上の変化し かみら れなかっ た。【 考察】本研究から コ ン プレ フ ロ ス には、 筋の柔軟性の向上・ 可
動域の増大に大き な効果を 与える と 考えら れる 。 圧迫を かけて動かすこ と で、 浅筋膜の癒着など が剥がさ れたこ と によ り 、
フ ァ シアの滑走性が高ま っ たと 考える 。 ま た、 強く 圧迫を し ている ため、 表層のフ ァ シアが滑走し にく い状態になっ ており 、
こ の状態でス ク ワ ッ ト を行う こ と によ り 、 深部のフ ァ シアの滑走が促さ れ、 深部の癒着が剥がさ れたこ と によ り 、 柔軟性が
高ま ったと 考える 。

2 −  F −  11
ボウリ ング投球時の母指テーピングがパフォーマンスに及ぼす影響

宮本紗帆、 本吉美玖、 岩舘ひかり 、 高橋菜美絵、 久保慶東、 櫻井敬晋（ 東京有明医療大学）

key words： ボウ リ ング、 母指、 テーピ ング、 マイ ボウ ラ ー

【 目的】ボウ リ ングを 行う 際に、 マイ ボウ ラ ーが用いる ボウ リ ング用のテーピ ングには様々な種類がある 。 その役割は、 指の
保護だけでなく 、指の太さ の調節や滑り 止めなど が挙げら れる 。先行研究ではキネマティ ク ス に関する 報告は散見さ れる が、
テーピングに着目し た研究は見当たら ない。 そのため、 本研究では母指に貼付し たテーピングがパフ ォ ーマンス にどのよ う
な影響を 与える のか明ら かにする こ と を 目的と し た。【 方法】対象者はマイ ボウ ラ ー 6 名（ 男性 3 名、 女性 3 名）と し た。 試技
はピ ンが 10 本揃っている 1 投目と し た。 試技条件と し て、 母指にテーピ ングを貼付し ていない場合（ テープ無）と 母指にテー
ピ ン グを 貼付し た場合（ テープ有）の 2 条件と し た。 ハイ ス ピ ード カメ ラ（ 240Hz）を フ ァ ウ ルラ イ ン から 4.8m 後方に設置し
投球動作を 撮像し た。 得ら れた動画よ り 、 ボールリ リ ース 時のボールの中心から 床ま での距離を算出し た。 さ ら に、 ボール
リ リ ース から ピ ンに当たる ま でのボールの回転数、 球速を 算出し た。 テープ有無によ る 比較には対応のある t 検定を用いた。

【 結果】ボールの中心から 床ま での距離、回転数、球速の 2群間に有意差は認めなかっ た。し かし ながら テープ有においてボー
ルの中心から 床ま での距離に減少傾向、 回転数に増加傾向、 球速に上昇傾向がみら れた。【 考察】本研究では、 指穴から 母指
が抜ける 際の滑り を 良く する テープを 使用し た。 テープを 貼付し たこ と で母指の握り 込みと 指穴と 母指と の摩擦が制限さ
れ、 ボールの回転やス イ ング時の振り 子運動の力をリ リ ース の瞬間ま で落と すこ と なく レ ーンに伝える こ と ができ たと 考え
る 。 よ っ てテープ有において、 パフ ォ ーマンス 向上の傾向がみら れた可能性が推察さ れる 。

2 −  F −  12
短時間の足部・ 足底部刺激がバランス能力および柔軟性に及ぼす影響

玉岡優弥、 青木孝至、 竹内希実子（ 履正社国際医療ス ポーツ 専門学校）

key words： プレ ウ ォ ーミ ングアッ プ、 バラ ンス 能力、 アンク ルス ト ラ テジー

【 目的】現代のス ポーツ 界では、 ウ ォ ーミ ン グ ア ッ プの前に個人で行う プレ ウ ォ ーミ ン グ ア ッ プが注目さ れている 。 プレ
ウ ォ ーミ ングアッ プは、 簡便かつ短時間で効果を 出せる こ と が望ま れる 。 そこ で本研究では短時間の凹凸マッ ト を 用いた裸
足歩行によ る 足部・ 足底部刺激がバラ ンス 能力及び柔軟性に与える 影響を 明ら かにする こ と を 目的と し た。【 対象・ 方法】対
象は健常成人 12 名（ 男性 8 名・ 女性 4 名）と し た。 コ ン ト ロ ール群（ CNTR）、 バラ ン ス マ ッ ト 群（ BM）、 株式会社 Wise 
Project 製マッ ト を 使用し たアダプベース 群（ ADB）を 設け、 それぞれ 5 分間あら ゆる 方向へ裸足歩行する よ う 指示し た 。 測
定項目はバラ ンス 能力に関与する SEBT（ 全 8 方向）、 FRT、 最大一歩幅、 腰背部の筋群と ハムス ト リ ングの柔軟性に関与す
る FFD の 4 項目と し た。 全 4 項目を 測定し 、 実験介入後に再び測定し てその変化を みた 。【 結果】ADB 群では、 SEBT、 最
大一歩幅、 FFD にて有意な改善がみら れた。 SEBT においては、 利き 足でのリ ーチにて 7 方向、 反対足でのリ ーチにて 6 方
向に有意な改善がみら れた。 CNTR 群およ び BM 群では FFD のみ有意な改善がみら れた。【 考察】ADB 群のみ、 バラ ン ス
能力の指標である SEBT およ び最大一歩幅の有意な改善がみら れたこ と から 、 凹凸マッ ト（ アダプベース ）上での裸足歩行が
足部・ 足底部への刺激を 入力し 、 足関節の安定性に関与する アン ク ルス ト ラ テジーの機能を 向上さ せたこ と が推測さ れる 。
ま た、 すべての群において共通し て有意な改善がみら れた FFD では、 CNTR 群、 BM 群における 平均変化量がそれぞれ－
1.95cm、 －1.5cm であっ たのに対し 、 ADB 群における 平均変化量は－4.82cm と 大き く 改善さ れたこ と から 、 アダプベース
にある 凹凸が足底筋膜や足部内在筋へのス ト レ ッ チ効果を与えたこ と で柔軟性が改善さ れた可能性が考えら れる 。
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2 −  F −  13
小学生サッ カー選手における踵痛発生状況の調査

菅沼勇作 
1）
、 内田拓己 

1）
、 笹木正悟 

2）
、 髙橋康輝 

1）
（

1）
 東京有明医療大学大学院　 保健医療学研究科、

2）
 東海大学　 体育学部

競技ス ポーツ 学科）

key words： 成長関連障害、 サッ カー、 ス ポーツ 少年団、 児童期、 ス ポーツ 障害

【 背景】本研究はサッ カー活動を 行っ ている ス ポーツ 少年団を 対象に踵痛発生の現状を 明ら かにする こ と を 目的と し た。【 方
法】ス ポーツ 少年団に所属する 男子サッ カー選手 101 名（ 6 年生 31 名、 5 年生 25 名、 4 年生 18 名、 3 年生 27 名）を 対象と し 、

（ 1）年齢、（ 2）競技歴、（ 3）1 週間あたり の練習日数、（ 4）1 週間あたり の練習時間、（ 5）過去 1 年間に経験し た踵痛の有無、（ 6）
経験し た踵痛障害の種類（ 7）疼痛を 有し た期間について調査を 行っ た。 過去 1 年間における 踵痛の経験によ る 各調査項目の
差を 検討する ために、 対応のない T 検定を 行っ た。 統計学的有意水準は 5％未満と し 、 効果量（ d）を 算出し た。【 結果】踵痛
を 経験し た選手（ 16 名： 11.5±0.9 歳）は未経験者（ 85 名： 10.8±1.2 歳）に比べて有意に年齢が高かっ た（ p＜0.01, d＝0.62）。 1
週間あたり における 練習回数おいて、 疼痛経験者（ 3.6±1.9 回/週）は未経験者（ 3.0±1.2 回/週）に比べて 1 週間あたり におけ
る 練習回数が多い傾向であっ た（ p＝0.18, d＝0.51）。 ま た疼痛経験者における 疼痛継続期間は、 医療機関を 受診し た選手（ 2.7
±2.9 ヶ 月）は、 医療機関を 受診し ていない選手（ 6.0±4.3 ヶ 月）に比べて、 疼痛継続期間が短い傾向を 示し た（ p＝0.054, d＝
0.86）【 考察】踵骨骨端症の好発年齢は 11 歳頃（ 髙橋ら 、 2012、 M adden et al. 2021）であり 、 本研究結果も 同様の結果を 示し た。
特に踵痛経験者のなかでも 医療機関を 受診し た選手は、 医療機関を 受診し ていない選手に比べて、 疼痛継続期間が短い傾向
を 示し た。 小学生年代のス ポーツ 現場において、 医療ス タ ッ フが障害に対する ス ク リ ーニングを 行い、 医療機関への受診を
促すこ と は成長期ス ポーツ 障害予防の一助になる こ と が考えら れた。

2 −  F −  14
転倒自己効力感を用いた転倒関連要因の検討

古木健太朗、 小柳祐華（ 東京有明医療大学）

key words： 健康な高齢化、 転倒自己効力感、 転倒予防、 コ ミ ュ ニティ ーエンパワ メ ント

【 目的】超高齢社会を 迎えた日本において、 高齢者の健康寿命の延伸は重要な課題である 。 平均寿命と 健康寿命の差が大き く
なる ほど 、 要支援・ 介護の高齢者は増加し てし ま う 。 高齢者が要支援に陥る 要因と し て「 転倒」が挙げら れる ため、 本研究で
は転倒自己効力感尺度を用いて転倒と 関連する 要因、 ま た転倒予防の方策を 検討する こ と を 目的と し た。【 方法】研究の同意
が得ら れた 60 歳以上 40 人を 対象に、 自記式質問紙調査を 実施し た。 質問項目は転倒自己効力感尺度（ 竹中ら 、 2002 年）と
①性別、 ②年齢、 ③過去 1 年間での転倒経験の有無、 ④主観的健康状態、 ⑤慢性疼痛の有無を 用いた。 本尺度は日常生活に
関連し た 15 の活動について、 転倒する こ と なく 行う こ と ができ る 自信を 10 段階で評価し 、 合計得点が高いほど 転倒自己効
力感が高いこ と を 示すも のである 。 得ら れた資料はすべて得点化し 、 2 群間比較を 行っ た。【 結果】有効回答数は 36 名（ 90％）
であった。 ①性別、 ③過去 1 年間での転倒経験、 ④主観的健康状態では有意な差はみら れなかっ た。 ②年齢では、 高齢群（ 75
歳以上）が若年群（ 60～74 歳）に比べて有意に低値を 示し た（ p＜0.05）。 ⑤慢性疼痛では、 あり 群がなし 群に比べて有意に低値
を 示し た（ p＜0.05）。【 考察】本研究では年齢と 慢性疼痛に有意差がみら れたこ と から、 高齢になる こ と で運動機能が低下す
る こ と や慢性疼痛がある こ と が、 転倒自己効力感を 低下さ せる 要因である こ と が示さ れた。 よ っ て、 疼痛の軽減及び除去を
目的と し た施術や、 地域と 連携し て接骨院など の医療機関にて機能訓練指導を 積極的に行っ ていく こ と が高齢者の転倒に対
する 自信の向上に寄与でき る と 考えた。 ま た、 運動機能の低下は高齢者自身で予防する こ と ができ る ので地域や医療機関に
よ る 積極的な運動の呼びかけも 効果的である と 考えた。
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